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Summary: When G.Chalmers wrote J.Steuart's Anecdotes in Steuart's Works, he was offered 
several documents from Steuart's relatives. They were Buchan's memoirs, Kippis's draft and 
others. Buchan's memoir is one of the oldest of Steuart's biographies. It contains some useful 
information about Steuart's writings, i.e. unfinished French Works of Steuart. Althoughｭ
Chalmers arranged them well, we have to check them to get more truth about Steuart's 
works. 
I はじめに
ジェイムズ・ステュアート (Sir James Steuart Denham, 1713-1780) の伝記について，わが
国において先駆的な紹介を行った中野正氏は，ステュアートの基盤を後発資本主義諸国とみな
し，その学説理解のためには，彼の生涯に対する回顧が重要な観点をあたえる，と述べたこと
がある。(中野 [1967J ， 8 -12ページ。)近年のステュアート研究の進展によって，ステュアー
トは学史研究者の間では，忘れ去られた存在ではなくなったし，その位置付けについても，ス
ミスと並ぶ経済学の創始者という考えが，定説とまでは行かないにしても，通説となりつつあ
るように思われる。
本稿は，数あるステュアート伝の中から，ステュアートの甥のパハン伯 (Erskine， David 
Steuart, 11th earl of Buchan, Lord Cardross, 1742-1829) によるそれの紹介を通じて，中野氏
のいわれる第 2 点について，いくつかの教訓を引き出そうとするものである。
ステュアートの伝記と言った場合，ジョージ・チャーマーズ (George Chlamers, 1724-1825) 
によるものと，アンドルー・スキナー (Andrew S Skinner) のものとの， 2 つが，よく知られ
ている。
それは，ステュアートの死後，彼の事績を後世に伝えるべく編纂された，彼の『著作集.] (The 
Woγks， Political, M eta世zisical， αγzd Chroγwlogical， 01 the late Siγ}α:m岱 Stez組γt olColt:γ邸:s，
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Bart. &c, 6vols., 1805, London.) 第 6 巻に収められた，チャーマーズによる「ステュアート小伝j
(前述，中野訳)と，今世紀後半以降の「ステュアート復興」を背景にして，スキナーの手に
なり，ステュアートの主著『経済の原理j (An lnquiη into the Prinαiples 01 Political Oeconomy, 
1767) の集注版 (Skinner [1998J) に付されることとなった，最新のステュアート伝(これは同
じ編者による， 1966年公刊の『原理』縮約版巻頭の「伝記的スケッチj の拡充)とである。
後者は，現在に至るまでの研究による豊富な情報を含んでいるが，ステュアート研究の進展
が本格化したのにもかかわらず，まだわれわれには，アダム・スミス (Adam Smith, 1723-1790) 
の場合のような詳細な伝記に恵まれているわけではなく，むしろ，これから本格的な伝記的研
究が望まれる状況にあると言ってよい。他方で，前者のチャーマーズの伝記は，人によっては，
それに先行するほとんどの材料が吸収されたものであるから，それらにはもはや骨董品的な価
値しか認められないとする者もあるかもしれない。だが，わたしは，チャーマーズはもちろん
のこと，スキナー以前の，とくにステュアートの同時代人たちによる伝記的資料も，今後のス
テュアート研究の展開にとって，まだまだ吸収すべき内実を持っているものと考える。今はむ
しろ，そうした資料をひとつひとつ吟味することによって，忘却の彼方に追いやられた情報を
分別し，意味あるものを汲み取る作業こそが求められているのではないだろうか。以下に，ノf
ハン伯によるステュアート伝の意義を指摘したいが，その前に，このパハン伯のそれをも含み，
チャーマーズのそれに代表される，いわゆる同時代のステュアート伝について，若干の考察を
行なっておこう。
11. 18世紀末から， 19世紀前半にかけてのステュアート伝
まず，この時代の代表的なステュアート伝と私が考えるものには，以下のようなものがある。
( Anonymous [Buchan?J [1780J , Sketch of the character of the late Sir James 
Steuart, Denham, Baronet, in The Scots M agazine, vo1.42. 
( Albanicus [Buchan?J [1791J , Sketch of the Life of the late Sir J ames Stewart 
Denham, Baronet, Author of 仕le Principles of Political üeconomy, and other valuable 
Writings, in The B既 or Literaη 阪ekly lntell:留enceηfor Wed. Sept. 14 1791 & Wed. 
Sept. 21 1791. 
( the right Hon. the Earl of Buchan [1792J , Memoirs of the Life of Sir James Steuart 
Denham, Baronet, in Archaeolog;白 Scot仇・ or Transactions 01 the Society 01 Antiquari，ω 01 
Scotland 1 . 
( 1 ) もちろん，部分的にしろ活字となったそれら以外に，印刷されていないが，無視することので
きない，いくつかの伝記もあるが，それらの検討は，今後の課題としたい。例えば， well informed 
writer の子になるもととされるいわゆる MS1， Chamley [1965J , p.15 を参照。
-2-
ノ〈ノ、ン伯のステュアート伝
( Kippis [1793? ], The Life of Sir James Steuart Denham of Coltness and Westshield , 
Baronet. To which is prefixed some account of his principal ancestors. <MS.Trustees 
of the Edinburgh University Library.> 
( [Chalmers, G.J [1805 ], Anecdotes of the life of Sir James Steuart, Baronet, in the 
6th vol. of Steuart's Works. 
( Anonymous [1818 ], Memoirs of Sir James & Frances Steuart, in The Original Let. 
teγ-s fiγom the Right HonouγαUe Lady Mαη Woγtl，の Mon句rgue， to SiγJα椀es &Lι均
Fγ側ces Steua，γt; also， 乱1emoirsand Anecdotes 01 those dzsti:略'uished 争ersons.
( Kippis, A., [1842 ], the life of Sir James Steuart Denham of Coltness and Westshield , 
Baron.ε~t， in The Coltness Collections. 
さらに， 19世紀にスコットランドで出版された人名辞典のうち，以下のものを追加しても許
されるのかもしれない。
( 2 ) ( Chambers, R., [1855J , Biogralうhical Dictionaη 01 Eminent Scotsmen. 
それぞれの特徴を浮び上がらせるため，ポール・シャムレーが，ステュアートに関する失わ
れた資料と，残存する資料との考察のまとめにおいて行なった指摘を参考にしてみよう。彼の
言う次のような人物との関係は，ステュアートの伝記を考える場合に，注目する必要があるか
らである。以下のリストは，彼の列挙した人物に， DNB [1901J や BDES [1855J を参考に，私
が，若干の手を加えたものである。
彼の妻 フランシス夫人 (Lady Frances Steuart, 1723-89) 
彼の息子 ステュアート将軍 (Sir James Steuart, 1744-1839) 
彼の友人たち，例えば， Andrew Millar (publisher, 1707-1768) 
Thomas Cadell (bookseller, 1742-1802) 
Colebrooke (1729-1809 (80) , banker, chairman of the Board of Directors the East lndia 
Company, father of Henry Thomas Colebrooke 1765-1837, DNB) 
Goguel (?，)ステュアート家の大陸時代の家庭教師， 1780年代にフランシス夫人とステュアー
( 4 ) 
トのフランス語版『著作集』を画策。
ステュアートの後援者たち，ステュアートの市民権回復に尽力したパーリントン卿や，同郷
( 2 ) これは，シャムレーも認めるように，ステュアートの少年時代のエピソードをも含み，それは，
次に私の言う，いわゆる第 1 世代か第 2 世代からの聞き書きとも見なせる。 Chamley [1965J , 
p.25. 
( 3 ) Chamley [1965J , p.32. 
( 4 ) Chamley [1965J , p.89. 
( 5 ) Dunlop [1818J は， 1760年に， secretary of War だったと述べでいる。 P.126. Skinner [1998J , 
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( 6 ) 
のハミルトン公， Barrington (1717-1793?), Archibald Hamilton (1738-?) 
ステュアートの後援者で， r原理』第 1 ・ 2 編の草稿が贈られたメアリ・モンタギュ婦人，ビ
(7 ) 
ュート伯 (3rd Earl of Bute) の伯母にあたる。 (Lady Mary Montagu, 1689-1761) 
ステュアート『著作集』の編集者，ジョージ・チャーマーズ (Chlamers， G. , 1742-1825) 
ステュアート伝の作家，アンドルー・キッピス (Andrew Kippis, 1725-1795, DNB.) 
( 8 ) 
後述するミュアの最初の従兄弟で， r原理』出版の最終段階に関与した William Rouet (first 
cousin of Mure, Professor of Oriental Languages in the University of Glasgow) 
ステュアートの義理の兄弟二ステュアート夫人の兄=エルコ卿 (Lord Elcho, the earl of 
Wemyss, David, 1721-1787, DNB) 。
彼の従兄，例えば，ステュアートの父親の妹マリオンの息子であった，スコット (George
Lewis Scott, 1708-80, DNB) 。
彼の甥，ステュアートの次女アグネスが嫁した，第10{-'tパハン伯の長子バハン伯，本稿で紹
介するステュアート伝の著者その人 (David Steuart Erskine, 11th Earl of Buchan, 1742-
1829) 
その他，彼の親類，彼の 2 歳下の妹で，ポウルトンのトマス・カルダーウッドに嫁したマー
ガレット (Margaret of Calderwood, 1715-1774, DNB.) 
(9 ) 
彼の姪， Margaret の娘二Ann Calderwood カルダーウッドのダラムは，彼の姪にあたる。
ステュアートの父親の次女アナが嫁した， William Mure の息子だから，彼の従弟にあたる。
(10) 
(William Mure, 1718-1776, DNB.) 
(11) 
Elizabeth Steuart (1721-1803) 
以上の主たる人物を試みに図示してみると，次のようになる。
この図の上に，先ほどの 8 点の伝記を配置してみると，それらは 3 つのカテゴリに分けられ
るように思われる。すなわち，
i )ステュアートの死の直後，パハン伯によって作成された，①-③
ii) 家族・親族ではない，第三者によって作成された，④一⑤(⑦は，④の大部分を活字化
p.xlvii も参照。 William Wildman (1717-93), second Viscount Barrington; Secretary-at-War, 
1755-1761; Chancellor of the Exchequer, 1761-2. 
( 6 ) Dunlop [1818J , p.9. 
( 7 ) Chamley [1965J , p.43 
( 8 ) Skinner [1998J , p.xlix, note.59. 
( 9) Chamley [1965], p.17. 
(10) ステュアートの息子のステュアートは， 1744年生まれだから， 46年の亡命に際しては，コール
ドウェルのミュアの預けられた。 Dunlop [1818J , p.108. 
(1) ステュアートの最年少の妹，未婚， Dunlop [1818], p.113 & 158. 
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図 l
Montagu. 1689-1762(732 
Millar.1707-1768(61) 
Scott. 1708-80(72) 
Steuart.1713-80(67) 
Margaret.1715-1774(59) 
Barrington. 1717-1793?(76) 
Mure. 1718-1776(58) 
Elcho.1721-1787(66) 
Frances. 1723-89(66) 
Kippis. A. 1725-1795(70) 
Chalmers. G. 1742-1825(83) 
Cadell.1742-1802(60) 
Buchan.1742-1829(87) 
his son. GeneraI. 1744-1839 (95) 
Stenhouse. ?-1817 
Colebrooke. 1729-1809(80) 
Rouet. ? 
HamiIton (1738-?) 
Goguel. 
勺
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⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ①②③ 
(数字は，生没年を示す。)
したもの，⑧も客観的叙述だが，①一③⑤などには見られない，ステュアートの少年時代
の情報を合む)
ii) ii) を前提にした，いわゆるエアインネルンク的な面を持つ，⑥
必ずしも無欠ではないにしても，現在まで生き残った⑤は，チャーマーズの筆の確かさを証
明している。以上を総合すると，他のものに比べれば，情報の網羅性・その深さ・バランスな
どを具備する点で彼が執筆者に選ばれ，その作品が生き残ったのも当然のことだとも判断でき
る。
以下簡単に，それぞれの資料にコメントを加え，それとの対比で，ノ心、ン伯の伝記の特徴を
f旨摘したい。
④ないし，⑦は，この時代のすべての伝記について言えることだが，ステュアートとジャコ
バイトとの関連に禁欲的であるのは仕方がないにしても，以上の中では，ステュアートたちと
同じ時間的広がりを生きた世代による伝記の代表である。筆者キッピスは，フランシス夫人と
ほぽ同じ頃にこの世を去っており，この著名な伝記作家には，ステュアートの遺族から，かな
り豊富な資料が提供されていたのではないだろうか。ステュアートの生活慣習などにかなり立
ち入った叙述をあてていて，場合によっては⑤よりも詳しく，さらに，印刷されていない，ス
テュアート自身の業績についても， r原理』の訂正稿にふれるなど，他に見られないような立ち
(12) ステュアートの生年月日の誤りや，その少年時代のエピソードの欠落など， Chamley [1965], 
p.28 を参照。
-5-
(13) 
入った記述を含んでいる。
(14) 
渡辺邦博
シャムレーの指摘によれば⑥の著者は，ステュアートの近親者である。後述①と②，③との
関係のように，瓜二つの表現も頻出するので，④を下敷きにしたとみなせる。これは，④をベ
ースにしつつも，ステュアートの体験や生活習慣について，叙述がより具体的で、，いっそう臨
場感がある。例えば，ステュアートがチャールズ軍の宣言を起草したこと，コルトネスにおい
て D. ヒェーム (1711-1776) との『イングランド史』について会話を交わしたことなどの追加
や，④と共通するが，スコットランド撤退後の『原理』仕上げ過程の叙述の欠落などがその例
である。④寄りの，その another version であろう。
ステュアートと同時代を生きたキッピスやチャーマーズは，筆は確かであったとしても，彼
に関する情報については，それを一方的に提供される側にあった。もちろん，著者として最大
限，正確さを期したとは思われるが，この種の伝記を読む場合には，この点を考慮する必要が
あるだろう。
今後ステュアート研究を押し進める場合には，それぞれの伝記の諸相を，場合に応じて組み
合わせることによって，なお有益な教訓が引き出されるだろう。
111. バハン伯のステュアート伝
順序が逆になってしまったが，①，②，③である。後に明らかとなるように，②は，分量的
には 3 つのうちで最も多い。①をベースとしつつ，③において①の誤りを訂正し，④ないしは
⑤的なものを目指したと思われるが，結局中途半端なものとなっている。③が，ステュアート
の生涯の全時期について，かなりバランスのとれたものであるのに対し，②は，対仏戦争とい
う時局を意識してか，ステュアートのフランス財政論，ニュートン論，度量衡統一論(ここで
(17) 
は，①と同様に，ノfーリントン卿に送付されたことになっている)について極めて詳しく紹介
(13) なおこの [1842J の編者のデニスタウンは，ステュアート家の縁者である。同書， 387ページを
参照。
(14) これは， MS2 に注意深くそっている。 Chamley [1965J , p.29. 
(15) Dunlop [1818J , p.108, p.142 や p.145 を参照。⑥は，その成立が①一⑦の中でもっとも後であ
って，その末尾に1805年のステュアート『著作集』に言及がある。
(16) ステュアートの大陸旅行への出発を，①ではエディンパラの州議会選挙の後としていたが，②
よりも先に成立していた③の原稿では，旅行の方を先と正しく修正した。この点は，チャーマー
ズをも悩ませた。 Chamley [1965J , p.31. 
(17) 前述の② The Bee には， r度量衡統一論』について，かなり詳しいコメントがある。“whichhe 
transmitted to his friend Lord Barrington, and resolved, if there had been a congre部 as­
sembled, as was once proposed, to adjust the preliminaries of the general peace in 1763, to 
have laid his plan before 仕le ministers of the different nations," The Bee, p.45. また最近，関
西学院大学図書館には，“A Plan for Introducing an Uniformity of Weights and Measures 
over the World, and for Facilitating the more speedy Accomplishment of such a Scheme 
within the Limits of the British Empire. In a Letter to a Lord. Corrected at Coltness March 
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している半面，後は，道路計画，べン力、ル鋳貨論， ミラボー批判などに簡単に触れるに過ぎな
(18) 
い。③と⑤の中間と評する所以である。
①と③との関係に移りたい。テクニカルな点について言えば，①では， 23パラグラフだ、った
ものが，③では40パラグラフに増加している。両者ともに，基本的には，ステュアートの体験・
遭遇した事件の時間の順序に従って記述されているが，その詳細は，別途パラグラフ番号を対
比した表を作成したのでそれを参照してもらいたい。結局それらは，①で、不正確だ、った点が，
③で修正を受けたり，欠落していた点が，追加されたりしたことによるので，結局③は，同じ
著者による①の修正・拡充である。表の中にアステリスクを付した個所は，筆者が同じか，そ
れとも伝記原稿を前にしてでなければ作成し得ないような表現が見られるところであって，そ
(19) 
のセンテンスまたはパラグラフは，ほぽ同ーか，まったく同ーと見なせることを示している。
内容に移ろう。言うまでもなく，この 3 点は，ステュアートの伝記の中でももっとも早いも
のに属する。ノfハンによる伝記は，それが彼の特異な性格にも半面の理由があったのだろうが，
3 度にもわたって筆を執ったのであるから，ステュアートの近親者として彼の事績を称揚した
いという焦りにも似た思いがあったことが推察される反面，当時なお風当たりが強かったであ
ろうジャコバイトとしてのステュアートの側面をできる限り抑制しなければならないという判
断との間にあって，まことにアンヴィパレントなものとなっているのが一番大きな特徴であろ
う。ノfハンは，この 3 点の著者であるのはもちろんだが，キッピスやチャーマーズとは違って，
ステュアートに関する情報の提供者でもある。しかし，ステュアートやその夫人などを，ジャ
コバイトの叛乱に加担し，流浪の亡命生活の後ようやく帰国して，はじめて経済学の体系を打
ち立てたという経験を共有した点で，彼らを仮に第一世代と呼ぶことが許されるならば，ノfハ
ンは，ステュアートの息子のステュアート将軍，そしてこの点ではチャーマーズなども同じだ
が，ステュアートたちと生きた時代が一世代後になっていて，言わばその第二世代とでも称せ
表 1
Scotia 2 3 4 6 8 9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
Scots 2 3 5* 4 8 7* 10本 11 本
Scotia 21 2 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 3 34 35 36 37 38 39 40 
Scots 12 12 13* 14&15* 18*&19 29 21 16* 17本 2 1&23 
( Scotia は Archaeologia ， Scots は . Scots Magazine を示す。該当するパラグラフがない場合は，欄外に配置した。)
29th 1778." が，所蔵された。さらに，スキナーは， Vatican を始め， 1966年以来いくつかの写本
の存在を指橘している。 Skinner [1998J , p.lvii. この小冊子の検討には，以上のような情報を加味
することが望まれる。
(18) シャムレーは，②と③の区別をあまり考えていないようである。 Cham1ey [1965J , P.26. 
(19) ③を，シャムレーは，ステュアートの最初の著作『ニュートン年代学の擁護論J 英語版への序
文とみなす。 Cham1ey [1965J , P.26. 
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られる部類に属する。ステュアートの各種の伝記や， r著作集j などの作成に従事したこの第 2
世代は，当事者たちとその体験の一部を共有してはいるけれども，完全に重なるわけではない。
だから，同時代人とは言っても，その前半生については，彼ら自身実体験がないから第一世代
からの伝聞とならざるをえない。パハンのステュアート伝では，とくに①などでは，ステュア
ートの前半生に関する情報が欠落していたり，間違いがあったりするが，それは，この点から
説明することもできる。しかし逆に，ステュアートの後半生に関することは，親類の強みで，
第三者とは違って，ステュアートの一族と生活体験を同じくしているのだから，余人を持って
代え難い情報を(例えば，ステュアートの晩年の病状などや，葬儀のありさまなど)提供しう
る。この点，チャーマーズのそれは，同時代人の情報を，可能な限り網羅的に集めた上，そつ
なく配置している半面，すべてを並列しているため，拾われるべき情報でも，採用されなかっ
た場合が出てくる。パハン伯のものは，こうした点からかえりみられるべき側面を持っている
と言えるのである。(ステュアートのフランスへの導入に関する情報などは，この類であろう)
また，先のキッピスの伝記草稿も，この例に属すると言えるかもしれない。
私は，③は，少なくとも，次の 3 点について，意義を見出すことができると考えるのである。
l. 情報提供者による伝記であること。チャーマーズやキッピスなどの伝記は，ノ〈ハンをは
じめとして，ステュアートの遺族・親族・友人たちからの情報を頼りにそれを加工したも
のであるが，このパハンのものは，チャーマーズなどのよフに，プロとしての裏付けがし
っかりしていない恨みは残るけれども，ステュアートと同時代を生きた者として，誤ちを
割り引いても，傾聴に値する面を持っていること。
2. その具体例の 1 つとしての，ステュアートの『フランス語版著作集』の背景資料。この
資料には，それが1792年に『古物協会会報J に印刷された時には削除された部分を含み，
それらは流産したけれども， 1780年代に存在した，ステュアートの『著作集』公刊の事情
を物語っている，ということ。以下に見る転写稿にあって ， Archaeologia で削除された部
分を参照のこと。
3. チャーマーズたちによる伝記作成のフ。ロセスを成す，資料であること。後に1805年に公
刊された『ステュアート著作集』に付された「ステュアート小伝」が成立する過程で，こ
の伝記も参考とされたであろうが，そのすべての情報が組み取れらたわけではない。今後
完全な『ステュアート伝』が作成される場合の，重要な資料となりうる，ということ。転
写稿での，コメント部分を参照のこと。
以上である。
凡例
訳文では，全部で40パラグラフある『古物協会会誌j (Archaeologia と略称する)のテクスト
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(the right Hon. the Earl of Buchan, Memoirs of the Life of Sir James Steuart Denham, 
Baronet, in Aγc加eologiα Scoti，α ， 0γ Translαctions 01 the Society 01 Antiq切γies01 Scotland. 1 , 
1792.) を基本として，それに原文にはなかったパラグラフ番号をアラビア数字で付し， rチャー
マーズ文書j (LaIII , 515/2, Trustees of the Edinburgh University Library) にある転写稿とそ
のテクストに異同がある場合には，当該パラグラフのすぐ後に，活字のポイントをおとし，+
を付して明示し，原注はそのまま*を付けて当該個所に挿入した。
転写を行なった者が口を付して追加した部分は，+に該当する場所に口を付けて再現し
?こ。
また，アラビア数字で示した訳者注の中で，全部で、23パラグラフから成る『スコッツ・マガ
ジンj (Scots Magazine と略称する)掲載のステュアート伝との重要な異同を示しておいた。
原文で，イタリクの部分は，原則として，強調の傍点を付しておいた。
以上によって，すでに述べた 3 点が，立体的に理解されるのを期待する。
ジェイムズ・ステュアート・デナム准男爵閣下の生涯の伝記
(20) 
パハン伯爵著
1 ジェイムズ・ステュアート・デナム准男爵閣下+は，スコットランドの法務長官であった，
グッドツリーズのジェイムズ・ステュアート准男爵閣下の子息であって，高名で学識のある
ステア子爵閣下の第 3 子であった，スコットランドの民事控訴院長官，ヒュー・夕、、ルリムプ
(21) 
ル卿の娘，アナ++の生んだ子であった。
+ r ジェイムズ・ステュアート・デナム准男爵閣下J (Sir James Steuart Denham, Baronet) は，
転写稿では「ノヴPァ・スコシアの男爵にふさわしく， j騎士に相当するジェイムズ・ステュアート・
デナム閣下J (Sir James Steuart Denham baronial & knighted of Nova Scotia) となっている。
十十「アナJ (Anna) は，転写稿では「アナ・ダルリンプルJ (Anna Dalrymple) となっている。
2 彼は旧暦1713年10月 10 日に生まれ，その幼年の聞は，エデインパラ近郊の父親の所領であ
(20) 転写稿には，以下に訳出した部分に先立つて，ステュアート家の由緒正しきことを述べた 1 パ
ラグラフがあるが，本稿では省略した。 ScotsMagazine, vo .42, Dec.1780, pp.623-4. のステュアー
ト伝は， Sketch of the character of the late Sir James Steuart.Denham, Baronet.と題され，
署名はない。それは，全部で23のパラグラフから成るが，最初のパラグラフは， rジェイムズ・ス
テュアート・デナム卿の遺骸が，静寂な墓所に降ろされる時には，必ず，誰からも称賛を受けた
彼の名声に然るべき賛辞が奉げられなければならない。 J (1 /23) となっている。< 1/23 は， 23 
パラグラフ中の何番目に対応するのかを示す。>
(21) Scots Magazine では， rジェイムズ卿は，スコットランド法務長官であった，グッドツリーズの
ジェイムズ・ステュアート准男爵閣下と，最高民事裁判所長官，ヒュー・ダルリンプルの娘のア
ナ・ダルリンプノレの息子であって，新暦1712年10月 21 日に生まれた。 J (2 /23) となっている。
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った，グッドツリーズにとどまった。彼の最初の学校教育は，イースト・ロウジアンにあっ
たノースベリックの学校で授けられたが，そこでの彼の才能の最初の表れは，機敏で華やか
な，その上に絵を描いたような性質があるものというよりも，ゆるぎなく変わることのない
ものを持つものと認められた。彼の語学の諸要素に対する関心は，そうした早い時期には，
その関連や有用性についての理解がなかったためにそらされてしまったし，当時彼の才能が，
まばゆいばかりにすばらしい花となることを，予感するほどの鋭い+眼力が備わっていたと
しても，この萎んだ芽のうちにはほとんど何も見ることはなかったのだった。
+ r鋭いJ (sharp) は，転写稿では， r鋭く，深いJ (sharp and profound) となっている。
3 学校の経験ではそう珍しいことではないが，こういう事情を考えるならば，学生の擁護者
や指導者には，人間の思考力は後になって実を結よということを，辛抱と忍耐によって待っ
てもらいたいと考えざるを得ない。そして他方において，早くから前途有望な花が現れたと
しても，よくあることだが早熟から生れ，将来注目すべきことや才能などを生むものではな
いとして，適度な期待を持って観察されるべきなのである。
4 ノースベリックの学校において，古典教育の初歩的部分+を授けられたジェイムズ卿は， 14 
歳++の時に父親が他界して*+++，母親が息子の教育を配慮したことで，エディンパラ大学に
移った。
* 1726年死去。<これは原注である。訳者>
+ r初歩的部分J (elementary part) は，転写稿では (elementary) となっている。
++ r14歳J (fourteen) は，転写稿ではただ(14) となっている。
+++ r他界してJ (deadつの部分は，転写稿では本文にすぐ続いて， (dead-he died anno 1727) 
が挿入されていた。
5 この大学においてわれわれの著者は，そこで教授されていた諸科学と諸言語の全課程を修
了し，グラスゴウ大学の著名なローマ、法学者ノ、ーキュリーズ・リンズィ教授に折々の援助を
受け，ローマとスコットランド法の研究をも行ったのであった。この骨の折れる教育がめで
たく功を奏して，彼は控訴裁判所において弁護士の資格を得+，いつもと同じく，あらかじめ
得心したうえで，弁護士会による公開試験のために，この儀式において，洞察力のある独創
(22) 
的な論文を公けにしたのであった。
+ r弁護士の資格を得J (went to the Bar) は，転写稿では (wascalled to the Bar) となっている。
6 彼の職業経験をこのように始めた後数カ月で，ジェイムズ卿は旅行に出発した。あらゆる
(22) Scoお Magazine では， r彼の最初の教育は，エディンパラで行なわれたが，その通常の諸過程に
合格して， 1734年最高民事裁判所で，弁護士となった。 J (3/23) となっている。
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国々において見いだされるはずの流行や軽薄なものを持ち込むためではなく，知恵に富むユ
リシーズの手本に習い，彼が通過・滞在した国々や，諸都市の法律・慣習，ならぴに望まし
い改善を研究するために九彼はオランダ，ドイツ，フランス，スペイン，イタリアを旅行し
(23) 
たのであった。
十「あらゆる国々・・…・ためにJ (not to import the fashions and fopperies which are to be found 
in al countries, but to imitate the example of the wise Ulysses, to study the laws, manners, 
and desirable improvements of the countries and cities through which he passed, or in which 
he resieded.) は，転写稿にはない。さらにそこでは，次のパラグラフは，改行されずに，このパラ
グラフ内の， 1 センテンスとなっている。
7 彼は，以上のように充実をきわめた旅から， 1740年に帰国し，単にその優れた才能のため
だけではなく，その生活様式の優雅さや人格の魅力などによって，彼自身の国における評判
や関心を広く集める人となったのであった。
8 彼が弁護士業に戻ることは，その友人たちゃ同国人たちによって大いに期待されたのであ
ったが，彼がそこを離れていたことによって，彼が外国，特にローマにおいて作り上げた，
政治的性格を持つある関係の影響を受けることになってしまった。
9 1743年ジェイムズ卿は，大変優秀な女性，ウィームズのジェイムズ伯の最年長の娘レディ・
フランシス・ウィームズと結婚したが，彼女は，その夫だけではなく社会によっても，惜し
みなく慕われることになった忠誠と愛情とを持って，彼の赴くところには，どこにでも同行
したのであった。
10 この幸福な結婚のあと数か月して，エデインパラ州議会の+代表に欠員が生じたが，ジェイ
ムズ卿は，控訴裁判所判事の一人であった，アーニストンのロパート・ダンダス氏の利害に
反対の側に立って積極的な役割を演じた。その人物は，たまたまエデインパラ州の選挙人会
議を主催していた++のだけれども，その場合に選挙権がないという申し立てのため，選挙人
(23) Scots Magazine では， rこの失望のあと，彼は，最新の宮廷のメヌエットやフランスのオペラ女
優，または，あらゆる国々で見いされるはずの流行や軽薄さを持ち込むためではなく，知恵者ユ
リシーズの範に習い，彼が通過し，または滞在した国々や諸都市の，法律，慣習，習慣，ならび
に望ましい改善などの研究のために， ドイ、ソ，フランス，スペイン，イタリアを旅行した。 J (5/ 
23) となっている。比較すれば明白なよフに，このパラグラフは， Archaeolog;勿にそのまま再現
する。
(24) Scots Magazine では， r彼は，以上のごとき充実をきわめた旅から， 1745年のかの不幸な内乱の
ほんの数年前に帰国した。 J (6/23) となっている。このパラグラフの前半は， Archaeologia にほ
ぼそのまま再現する。
-11-
渡辺邦博
名簿においてジェイムズ卿の名前を読み上げるのを差し控えてしまった。
+ I議会のJ (in parliament) は，転写稿では (of parliament) となっている。
++ Iたまたま主催していたJ (who, happening to preside) は，転写稿では (who happened to preｭ
side) となっている。
11 このためにダンダス氏は，スコットランド諸州議会議員の選挙人名簿に関する議会法によ
って定められ，施行された，勧告や規定に違反したということで，ジェイムズ卿による法的
訴追の的となった。一一控訴の過程でこの事件が控訴裁判所の聴取することとなった時，ジ
ェイムズ卿が，自らの訴訟について雄弁を極め絶妙なやり方で，陳述を行ったので， (通常は
アーニストン卿と呼ばれていた)ダンダス氏は，裁判官でありながら九被告席の所で防戦に
あたったのであった。彼の敵の能力という点に照らせば，その出廷は普通で、なく，彼は人並
みはずれた洞察力を証明したのであった。
十「裁判官でありながら J (though a Judge) は，転写稿では (tho a Judge) となっている。
12 われわれの著者のこの非凡な出廷が，その職業上の能力に大変大きな希望をもたらしたの
で，彼の友人たちはこぞって，彼が法曹界にとどまることに対して，これまでにない熱い希
望をいだくことになったのであったが，すでに述べた見解と取り決めとのために，おそらく，
ジェイムズ卿には輝やかしい出発の道が閉ざされることになってしまった。
13 この抗争の後で彼は，この上もなく博学で、学識がある同郷人たちに絶えず取り固まれて，
その国の所領に 2 年近くとどまり，その会話に魅力があり，いろどりのあることや，その物
腰と応対とが，気配りがありながらも快活であることによって，彼の客人や友人たちに，絶
えず喜ぴを与えたのであった。
14 この人たちの中には，後に彼にチャールズ・エドワード王子を，その父親の名において，
その先祖の王位につけるという試みに携わった，多数の著名な人々がいた。
15 あの不首尾に終わった企てに連座した，政治的事件においてジェイムズ卿が果した役割を
演ずる好機だと思われた時は，未だ熟していなかった。
(25) Scots Magazine Iその法廷，さらに当時の政争，つまり，ミド・ロウジアンの州選挙における彼
の出廷は，大変有能で、，素晴らしい才能にめぐまれているという，この上もない希望をもたらし
たが，それらは粉々に打ち砕かれて，ジェイムズ卿にとっては，いや応なく思い出され，苦々し
い思い出でしかないものとなってしまった。 J (4/23) となっている。このノfラグラフの前半は，
A rchaeologia の下敷きになったように思われる。
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16 ジェイムズ卿が，この計画された変革の扇動者たちに助言や援助を与えたという嫌疑をか
けられるような，とりわけ大きな才能の持ち主であったことは確かで、あって，そのため，彼
のことを政治活動における危険なライバルとみなし，栄達を遂げたあとで自分にとって代わ
られるのではないかと恐れる者たちの，誤った暗示を，彼はいっそう受けやすいことになっ
た。彼の名前は，あの叛乱に通じただけでなく，帯助したものとして政府に伝えられ，彼の
名前をあげつらう者は愛国者ではないとみなされた。
17 そのような人たちの世評は，万が一彼らがそうした評価を行ない，今でもそれを保持して
いるとしても，ジェイムズ卿の評価についての，このつましく飾り気のない功績のそれに比
べるならば，ほとんど生き残ることはないであろう。
18 もしも，精神的なものが野蛮なものよりも，道徳的不運が現実のそれよりも，価値あるこ
とであれば九その国がジェイムズ・ステュアート卿の才能を失うことは，あの不幸な叛乱に
よって醸成された，この上もなく大きな損失のひとつとみなされるにちがいない。
+ r もしも，精神的なものが……あればJ (If spirit is. . .)は，転写稿では(Ifspirit be. . .)となっ
ている。
19 こうしてジェイムズ卿は，彼を育て上げ，公衆の賞賛という指針によって，昇進に向かわ
(29) 
せたはずの祖国からの，逃亡者であるばかりでなく亡命者となったのであった。
20 しかしこの傑出した人物の知性は，失望によって幻滅させられたわけではなく，彼が祖国
への敵対者となってコリオレーナス，つまりドゥ・リパルダム公に習うはずもなかった。彼
はその国外追放の歳月をその国の利益，すなわち人類の学問のために，つまり，不運なこと
(26) Scots Magazine では， r彼は，総免罪法の対象外とされ，その名を持ち上げる者は，愛国者では
なくなった。 J (8/23) となっている。このパラグラフの後半は， Archaeologi，α にそのまま再現す
る。
(27) Scots Magazine では， rそのような人たちの評価は，たとえ彼らが評価し，今でもそれを持って
いるとしても，こ場の賛辞に照らせば，とうてい生き残るものではない。 J ( 9 /23) となっている。
このパラグラフの前半は， Archaeologia に再現する。
(28) Scots Magazine では， rこの国がジェイムズ・ステュアート卿の才能を失うことは，あの叛乱に
よって，われわれが経験した損失のひとつとみなされるかもしれない。 J ( 7 /23) となっているが，
それはほほ、， Archaeologia でも同ーと言える。
(29) Scots Magazine の，このパラグラフに対応する部分は， Archaeologia でも一言一句同一である。
(30) コリオレーナスは，孤軍奮闘の末，コリオライ攻略に成功して，ケイアス・マーシャスという
生まれながらの名前に加えて，コリオレーナスという名を与えられたローマの英雄。後に，民衆
の敵として，ブルータスら 2 人の護民官に追放される。シェイクスピア (Shakespeare， William, 
1564-1616) の悲劇 r Coriolanus コリオレーナス.1 (1623) の主人公。
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であったが，その当時に彼が構成員でありえたただひとつの社会と言ってよい，学会の啓発
(31) 
のために使ったので、あった。
21 彼は長らくフランス，特にアングレームに滞在したが，そこでは，その活発な頭脳を占め
るものが他に何もなかったので，専ら研究に専念した。その成果の大部分は，卓抜で，入念
な著作集+という形で確認されるはずで、ある。ジェイムズ卿が，自らの『経済の原理』の，比
べるものがないほど正確で、興味深いいくつかの章の基礎となった，収入に関する諸事実の驚
くべき資料を収集することができたのは，誰にせよ，それに答えるのに十分な知識を持った
人々に理解可能な形で，財政問題に答えようとすれば，その知識が不可欠となるような，財
政用語の研究を通じてであった。
+ r入念な著作集J (elaborate works) は，転写稿では「この覚え書きが巻頭に掲げられるべき綿密
な成果J (elaborate performance to which this memoir is prefixed) となっている。
22 数々の質問にジェイムズ卿がきわめて速やかに答えることができたので，彼が当時居住し
ていた地方の知事やその代理人たちに堅苦しくない会話の形で問い合わせると，その人たち
の側でも，地租，関税，内国消費税，その他内国税などの諸部門における，ブリテンの財政
状態を学びたいという気持ちがとくに強いことが彼に理解された。
23 このことによって彼は，二国の状態を比較することとなった。彼が提示した情報は，彼が
受け取ったものと同様の価値があったので，双方は互いに教え合うことになった。
24 総収入官吏を構成するフランスの知事たちの県は，次の諸税，つまりタイユ，人頭税， 20 
分の 1 税に限定されていた。しかし，知事たちはすべて請願審理官であり，パリ育ちであっ
たから，一般請負や財政のその他の諸部門について九ある程度の知識を子に入れるために赴
くことカfで、きなかった。
+ r一般請負や財政のその他の諸部門J (the general farms, and other branches of finance) は，
転写稿では「その他の財政諸部門の一般請負) (the general farms of other branches of finance) 
となっている。
25 彼は子に入れた答えを常に注意深く書き留めておいたし，後にパリに住むことになった時
には，財政を担当する役人たちゃ，パリ議会のその筋の人たちの双方から，さらに豊富な情
報を得た。その上，後者の人々のうちの25人までもが，ジェイムズ卿が長逗留していた地方
(31) 11/23 Scots Magazine の，このパラグラフに対応する部分は， rこの (this) 敵対者J が「かの
(that) 敵対者」となり， r敵対者となって」が付加されていることを除けば，一言一句同ーと言
ってよい。
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に 15ヶ月もの間亡命していたのであった。要するに，長年にわたる研究と精励とによって，
(32) 
彼は，第 4 編第 4 部の第 6 章を書き上げることが出来たけれども，それは，当時のフランス
の財政状態に関する，この上もなく明快で、簡潔な説明を与えるものである。
26 ジェイムズ卿の，貨幣に関する労作の精巧で、有用な論説について言えば，その『経済の原
理J 公刊のはるか前のことになるが，帝国の鋳貨と貨幣とに適用された，あるいは適用され
うる，貨幣の諸原理について書物を作成し，公刊する機会が彼にすでにあった。それは，高
地ドイツ語で書かれ，その年に公刊された。
27 1757年ジェイムズ卿は，フランクフルト・アム・マインで，その『現在至るまで行われて
きた，これに対する一切の反論をも加味した，ギリシャの古代年代記に関するニュートン氏
の見解の弁護』を公刊した。
28 この弁明は，著者がそれを印刷に付すように提案した， 1755年の始めに書かれていたけれ
ども，他に所用があったため実現しなかった。その後しばらくたって， M.L.R. デシュ .P.
R とジェイムズ卿との間で，この問題について手紙のやり取りがあり，その紳士による一通
の書簡がフランスの『メルキュール』の1775年12月に公刊されたが，そう時間をおかずに，
その書簡にジェイムズ卿が返書を送り，それもまた印刷された。
29 ジェイムズ卿のこの著作には，大きな価値がある。というのも，偉大な著作『経済学J+ に
ついて言えば，それを称賛する必要がない。なぜなら学界において，その出典を明示しな
いで，ジェイムズ卿の知識，諸原理，および、推論などを押し付けてきた剰窃者たちの老捨な
やり方によって，学問的内容がゆがめられるようなことがあれば，社会がそれを正しく評価
するだろうからである。
(32) ステュアート [1993J の第 4 編第 6 章は， fl763年の講和時におけるフランスの公信用，債務，
基金，充当先の状態」と題され，タイユ，人頭税， 20分の l 税のみならず，フランスの財政状態
分析にあてられている。同訳書， 485-513ページ参照。
(33) Scots Magazine では， rフランス語で書かれた彼の『アイザク・ニュートン氏の年代学の擁護.1，
高地ドイツ語で書かれた彼の『貨幣に関する論説.1，および，彼の偉大な『経済の原理の体系』 は，
その外国における余暇と精進のたまものであった。 J (12/23) となっている。ここでも， r高地ド
イツ言苦」が， High Dutch であった。
(34) Scots Magazine では， r以上のような諸著作<rニュートン論.1， r ドイツ鋳貨論.1， r経済の原理』
をさす。訳者>を称賛することはない。なぜなら，その出典を明示せずに，ジェイムズ卿の，そ
の分野における知識，諸原理，推論などを強要してきた剰窃者たちの老捨なやり口によって学問
的素材が庇められることがあっても，社会はその中で，最新のもっとも偉大な労作を正当に評価
するだろうから。 J (13/23) となっている。これも Archaeologia にほとんどそっくりに再現する
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十「偉大な著作， r経済学j (the great work, the Political Oeconomy) は， rこの覚え書きが巻頭に
おかれるべき偉大な著作J (the great work to which this memoir is prefixed) となっている。
30 ジェイムズ卿が，フランスとグレート・ブリテンとの最近の戦争中に，外国に滞在してい
た間に，彼は彼の個性と人格とを誤解させることになる，彼に宛てた数通の書簡を受け取る
という不運に見舞われたが，そのことによって彼は，知らないうちに，敵に情報を提供した
という嫌疑の的となり，その結果，誤解が明らかとなるまで，身柄を拘束されることとなっ
た。一一数ある人たちの中でも，このジェイムズ卿は，立派な人物であったから，自分が保
護を受け，信頼に値し，学ぶことのあった余暇に満たされた幸福な歳月を過ごすことになっ
た，どの国の秘密にせよ，漏らすというような，あきましく，受け入れのならわしに違反す
るようなことを，恥を忍んでできるような人ではさらさらなかった。パリ講和の後しばらく
して，ジェイムズ卿は，名を伏してロンドンに帰ることを許されたが，そこでは，公訴取り
下げや大赦が，あれこれの方面から+，つまり，とくに，ジェイムズ卿の++甥のパハン伯，つ
まりこの覚え書きの著者であって，後のカルドロス卿からの調停によって，大ピット氏の筋
から+++，申請が行なわれたけれども，確認できない人たちの悪意のために++++，成就しなか
ったのだった。 1767年ジェイムズ卿は，慈悲深く人を見る眼をそなえた国王の寛大な認可を
受けて，彼の故郷に戻り，市民権を完全に回復したのであった。以後彼は父から受け継いだ
家督に引き込み，さらにすすんで祖国の利益のために自らの能力を振るったのであった。彼
は先祖伝来の邸宅を修繕し，放置されていた土地を改良し，街道，橋梁，農業，そして製造
業を促進することによって，自分が居住していた地方の改良を進展させたのであった。この
頃社会に役立つようにと，公道における農民その他の労役の利用を規制する，議会の法律作
成のための匿名の計画を発表したが，その論説の大部分は，その後スコットランドのいくつ
かの州の法律が策定された場合に採用されたのであった。
+ rあれこれの方面から J (through different channels) は，転写稿では (thro different channels) 
となっている。
十十「ジェイムズ卿のJ (Sir J ames's) は，転写稿では「彼のJ (his) となっている。
+++ rの筋から J (through that of)は，転写稿では (thro that of)となっている。
++++ r悪意のためにJ (through the malevolence) は，転写稿では (thro the malevolence) とな
と言える。
(35) Scots Magazine の， r1766年ジェイムズ卿は，慈悲深く人を見る眼をそなえた国王の寛大な認
可を受けて，彼の故郷に戻り，市民権を回復した。 J (14/23) は ， Archaeologia では1767年と修正
されるが，ほぽ同ーと言える。ステュアートがスコットランドに戻ったのは， もっと早い。 See，
Skinner [1998J , pp.xlvii-xlviii. 
(36) r以後彼はJ 以下の 2 つのパラグラフにわたる原文は， Scots M agaz仇e では， r道路，橋梁，な
らぴに製造業によって，彼が居住していた地方の改良を進展させたのであった。彼は， しかるべ
き道路法の計画の匿名の著者であったが，その大部分はすでに採用されている。 J (15/23) となっ
ており，この一部分が拡充されたとみなせる。
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っている。
31 1771年+彼は，報酬のない仕事を惜しげもなく提供して，グレート・プリテンの束インド会
社に起用され，彼らの植民地における鋳貨を規制するもっとも有望な方法を考察した。さら
に， 1772年，彼らの要請で彼は，その問題に関するその仕事の成果を公刊したが，その論説
のタイトルは， rべンガルの鋳貨の現状に適用された貨幣の諸原理』である。
+ í1771年J (In the year 1771) は，転寝戸でも(Inthe year 1771) となっていたが，原稿に訂正
の線が引かれ， (1772) に修正されている。
32 このころ彼はまた， r自然の体系』と題された高名な作品の批判を手がけ，それを清書して
出版に備えたけれども，今に至るまでそれは出版されていない。
33 ノ fハン伯あての書簡の形で，彼は，度量衡の一般的統一の計画を伝えたが，その著作は非
常に創意に富み学識のあるものであって，本来は先の講和に先立ち，議会に提出されるのを
意図したものであった。それはスワピアのテューピンゲンで書かれ， 1778年 3 月スコットラ
ンドのクライズ・デイルにある彼の所領コルトネスで最終的に訂正・増補され，この覚え書
(40) 
の著者である彼の甥に送られた。
34 1779年の夏，彼は，蒸留業と醸造業の状態とそこから生ずる収入について立ち入って研究
をする+ことに手を染めたけれども，それは，麦芽酒の蒸留用の容器の法的容量を拡大し，麦
芽酒に対して，スコットランドでもイングランド並みの税を賦課するという，議会の法律か
ら発生した不満に示唆を受けたものであった++。この研究の全般的結果を，彼は， 1779年10
月 2 日の『エデインパラ・イーヴニング・クーラント』に匿名で公刊したが+++，立ち入った
(37) Scots Magazine では， rジェイムズ卿は，ベンガルの貨幣鋳造と，その鋳貨全般の状態を調整す
る際，東インド会社に起用されて，役員会に出席し，その問題についての考えを印刷するように
依頼され，彼はそれに応じて，それを印刷に付した。 J (18/23) となっており，さらにこれに続い
て， rこのため会社は，彼に彼らの感謝の証として，価値あるダイヤモンドの指輪を贈呈した。」
(19/23) がある。
(38) 東インド会社問題については， Skinner [1998J , p.lvii を参照。
(39) Scots Magazine では， rこれまで公刊されていない，数多くの価値あるジェイムズ卿の作品以外
に，彼は高名な『自然の体系』に対する批判の印刷を準備したが，そこでは，フランス唯物論の
有名な擁護者の，誤った推論や偽りの推理が検討され，本質を見破られている。 J (20/23) となっ
ている。
(40) Scots Magazine では， rパーリントン卿への書簡の形で，彼はまた，度量衡の一般的統ーの計画
を伝えたが，それは，彼の逝去の年に，フランス財政の現状とその信用の諸原因を探求するのに
使用された。ジェイムズ卿は， 1780年11月 26 日午後 2 時に息を引きとった。 J (21/23) となってい
る。
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議論については，彼は，彼が使用した材料とともに，彼の議会のー友人に送りつけたであっ
(41) 
た。
十 f立ち入って研究する J (inquire minutely into. . ., spirits, the general)は，転写稿では「研究す
る J (enquire into) となっている。
++ r受けたものであった。この研究の一般的結果を J (malts spirits: The general result of this 
inquire) は，転写稿では (malts spirits, the general result of this enquiry) となっている。
+++ 11779年10月 2 日の『エデインパラ・イーヴニング・クーラント.1 (the Edinburgh Evening 
Courant of October 2. 1779，)は，転写稿では (the Edinburgh Evening Courant 2nd October 
1779ー)となっており，その後に [the author of this memoir is mistaken for it is in the Courant 
for the 27th Sept 1779J という追加がある。
35 これが公刊されたことで，スコットランドの諸州が，大変重要なだけでなく，無知な人々
の頭脳を紛糾させることにもなる問題について，粗雑な決議に入り込むのを防いだのであっ
た。
36 話術の洗練や，学識の評価を活用しない社会はないし，北方の風土の中では，勤労や噌好
を引き立てない性質を持った国民はいない。
37 1780年10月の始め勺ジェイムズ卿は，その当時の彼の身体についての悪しき習慣から，爪
を短く切り過ぎた結果として，つま先の炎症に襲われ， 11月には壊痘状態になってしまった。
(43) 
この疾患の進行は，多量のシンコナの投用によって抑制されたが，その月の19 日に++彼は熱にと
りつかれ，それが， 日曜日であった26 日の午後 2 時に，彼の有益で価値ある生命に終わりを
もたらした。
+ r始めJ (, in the beginning if October，)は，転写稿にはない。
++ rその月の19 日に J (on the 19th of that month) は，転写稿では (onthe 19 of that month) と
なっている。
38 28 日の火曜日に彼の亡がらは，キャンパスネサンの一族の埋葬所に運ばれ， 29 日の水曜日
にそこに葬られた+。ハミルトン公開下やジェイムズ卿の有名な友人たちのいく人かが，この
(41) Scots Magazine では， r彼は，現行法通過に対して不満が出された時に，蒸留業と醸造業との現
状とそこから生ずる収入とをつぶさに研究し， 1779年10月 2 日のエデインパラ・クーラントに匿
名で公刊することによって，スコットランドのいくつかの州が，その問題について組雑な結論に
入り込むのを防いだ。 J (16/23) となっている。この部分も Archaeologia とほぽ同ーとみなせる。
(42) Scots Magazine では， r学識や話術の洗練を向上させない社会はないし，北方の風土にあって，
勤労や晴好を引き立てない性質の国民はいない。 J (17/23) となっている。この部分も同一内容の
再現とみなせる。
(43) 原文の ]usuits bark は，イエズス全土がヨーロッパに伝えたことから， cinchona の別称であ
る。アカネ科のキナ皮は，キニーネの製造に使われ，解熱剤に使われた。
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悲しい儀式を助け，彼の悩める親戚たちとともに悲しみを交えた++のであった。
+ I水曜日にそこに葬られた。ハミルトン公閣下やJ (were inte汀ed on Wednesday the 29th; his 
Grace the Duke of Hamilton. . .)は，転写稿では (were interred on Wednesday the 29th his 
Grace the Duke of Hamilton. . .)となっている。
++ I彼の悩める親戚たちとともに悲しみを交えたJ (their tears with those of his aff1icted 
relations.) は，転写稿では， (their tears with his aff1icted relations.) となっている。
39 彼に家庭的美徳があったということを正当にたたえること，つまり輝かしい人格をそなえ
た人物の一代記において，あまりにもたびたび欠落していることを，少なくとも事実につい
て付け加えることによって，われわれができる限りこの高名な著者に関する記述にいろどり
をそえることは，この上もなく満足のゆくことである。夫として，父親として，主人として，
仲間として，そして友人として，ジェイムズ卿の生涯は群を抜くものであった九そして，以
上のようなすべての卓抜した才能に加えて，あの類稀なる特性である公共精神と，国家の諸
利益に対する，あくことのない関心とが，際立つて相結合していたのであった++。
+ I群を抜くものであったJ (distinguished;) は，転写稿では(distinguished，)となっている。
++ I際立つて相結合していたJ (were eminently conjoined.) の後に，転写稿では， [ these last 
words seem to be in a different hand from his Lordship's.J が追加されている。
40 ジェイムズ卿と，フランシス・ステュアート夫人との聞には，生まれて間もなく他界した
娘が一人と，ブリテン国王の軍隊において，第13竜騎兵連隊の中佐+を務める，現在のジェイ
(44 ・ 45)
ムズ・ステュアート・デナム卿とがあった。
+ 転写では，中尉Lieutenant となっていた。
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